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　　　　　　　　　　　 1： 東京学芸大学
，
2： 国立科学博物館

，
3： 環境 エ ネル ギー館

1　 は じめ に

「どこ で もミュ
ージアム ・エ コ 」は 、 国立科学博物館 ・東

京学芸大学 と口本各地の博物館 とが共同 して、環境教
育に 関するイ ベ ン トを行 うプ ロ ジ ェ ク トで ある 。 2005

年度は 、 東京ガ ス （株）環境 エ ネル ギー
館 （通称 “

ワ ン

ダーシ ッ プ
’

，
横浜市）と共同 で 行 っ た 2 回 の イベ ン ト

を含む複数回 の の イベ ン トを行な っ て い る。今回 は環
境エ ネルギー館で行な っ た 2 回目の イベ ン ト（タイ ト
ル 「大気の 流れを探れ 1」 ）に つ い て報告する 。

環境 エ ネルギー館 は、以 下の よ うな特徴をもっ た、ユ

ニ
ー

クな施設 であ る 。

　 1．身近なもの の 再発見を通 して実践的な環境教育
　　 活動を行な っ て い る こ と

　 2．來館者が主 と して 中学生以下で あるこ と

　 3．京浜工 業地帯臨海部 （海陸風 が観測 されや すい

　　 場所）にあ る こ と

2　 ね らい

環境 エ ネルギー館の特徴を活か した プロ グラムを立案
する こ とに した 。 具体的に は 、小学校高学年を灼象に 、
　 1．空気や水の流れは、透明なので 、直接観察す る

　　 こ と は難 しい ご と

　 2．トレ
ーサーに よる流れの可視化を行な うこ とで

　　 流れ の 様子 を観察で き る こ と

　 3．人間生活に伴 っ て排出されるガ ス等が風で （意外

　　 に）遠 くま で運ば れるこ と

を体験す るプロ グラムを開発 し、実行する こ ととした。

3　 プ ロ グラ ム

今回のイ ベ ン トでは 、主 と して 次の 4 つ の プロ グラム

を行な っ た 。

　 1．染料 （墨流 し用絵の 具 ・食 紅 ・味噌汁）によ る水

§、鑞雛 羅 齢 流れ 即 可 視

、．勢男嬲難 に よる雲の 驫 と、一ヒ勁 飃
　　 の推定

こ の うちプロ グラム 3 に つ い て は次のよ うに行な っ た 。

原理 ・ね らい

　 中立 の ゴ ム 風船を用い て 「風の 可視化」 を行な う。

　 決ま っ た 長さ の糸を風船に と りつ け 、 糸が伸び切
　 る時間 と方向で、風速 と楓向を推定す る。

準備す るもの

　 ゴム風船、ヘ リウムガス、糸、ク リ ッ ズ ガムテ
ー

　 ブ ス トッ プウ ォッ チ 、 方位磁針 、 作業用紙 （図 1）

手順

　 1．ゴム風船に ヘ リウムガス を充填する，，浮力が十
　　 分にな っ た ら口を閉 じ、糸を結びつ ける 。

　 2．ゴム風 船の 口 に ク リ ッ プや ガム テ
ープを つ け、

　　 浮力調整を行な い 、丁度中立 に な る よ うにする 。

　3．糸の 長さを 5．6［m ］にす る。

　4 ．こ の よ うに し て でき た風 船を屋外に持ち出す。
　　 糸の 端 を持ちなが ら風船を離す。

　 5．糸がほ とん ど伸びき る まで の 時闇を ス トッ プ

　　 ウォ ッ チで計測す る （図 2）。 方位磁針を使 っ て

　　 糸が仲びた方向を確かめ る 。

　 6．同 じ風 が吹き続けた場合、6 時間後に糸が無い

　　 風船は どこへ 行 くだろうか n 作業用紙は、糸が
　　 伸び切る時間 と方向に応じて、計算をせ ずにそ

　　 れ がわ か るよ う に な っ て い る。

4 　 まとめ と議論

今回の イベ ン トは 、 環境教育を地球物理学的な観点か

ら切り取 っ た一断面を 、 遊びを採 り入れなが ら提示 し

たものである 。 ア ン ケー ト結果で は、参加者は概ね満
足 した よ うで ある 。

「環境」 に は 様々 な側面がある 。 大気や 海洋 ・河川 の 流
れ は 、 物質の 輸送 ・拡散を担 っ て お り、 重要な側面で

ある。しか し、こ うした側面か らの 児童向け の 素材は

必ず しも多 くない ，， そ こ で、今後はこ の よ うな観点か
らの 活動がよ り活発に行なわれ るよ うに期待 した い 。

【試料をま とめたページ http：〃bura皿 ．u−gakugci．ac ．jp／ECO ／］

図 2 ： 風船 を扱 っ た プ ロ グラ ム の 実行 の 様子
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